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令和８年度 景観審議会（第１回景観形成部会） 議事要旨 

 

日時：令和８年４月27日（月）13:30～14:30 

場所：兵庫県中央労働センター ２階 視聴覚室（オンライン併用） 

 

－会議次第－ 

１ 開 会 

２ あいさつ 

3  議  事 

 審議事項 

景観遺産の追加登録について（諮問） 

4  閉  会 

 

－出席者について－ 

委員定数10名中8名の出席があり定足数に達していることから、部会は成立し 

た。 

 

－議事録署名委員について－ 

進藤委員を指名した。 

 

－議事（要旨）－ 

 

１ 審議事項 

「景観遺産の追加登録について（諮問）」を事務局から説明。 
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【委員】 

当地で講演及びまち歩きのイベントに参加し、地元で建物の保存活用に

従事するヘリテージマネージャーの案内のもと視察を行った。北但大震災

後の復興過程において、防火性能向上の必要性から鉄筋コンクリート造と

防火性能を高めた木造建築が混在しており、当時の近代建築的な意匠が多

く残され、現在も活用されている状況が確認された。今後もその取組が進

むことが望ましいと考える。 

景観遺産の登録においては、まちの活性化に結びつくとともに、観光客

の増加につながるため、良い取組であると考える。 

 

【委員】 

景観遺産の登録建造物は、地元住民により活用されているため、登録建

造物がさらに面として広がるとより良いと考える。 

また、今回の震災復興遺産は特に都市計画自体に価値がある。震災前に

あった都市計画をベースに復興後に考えられた町割りがレイヤーされ、そ

の一つにロータリーが今も残っているため、ロータリーも景観遺産として

登録し、都市計画に関する部分も一体となって伝わるとよい。 

北但大震災の復興においては、土木遺産の貢献も含め、震災前からの計

画の蓄積と、それを活かした復興である点を適切に伝えることが、将来の

災害対応の観点からも重要であると考える。 

 

【事務局】 

今回の景観遺産については、豊岡大構想に基づく都市計画が先行してお

り、地震後の復興に当該計画が活用された背景がある。このような背景を

踏まえた面としての登録を推進するため、土木遺産を含め、背景や成り立

ちを整理し、さらなる登録を検討していきたい。また、面的な価値を広め

るためには、建物の所有者の同意の取得という点で登録が難しい側面があ

るが、引き続き、登録件数を増やしていきたい。 

活用に向けては、出前講座やまち歩きの実施・情報発信により認知向上

を図りたい。 
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【委員】 

維持保全について、今回の物件はいずれも昭和期の材料で形成されてお

り、同一材料の確保が困難であると考えられる。今後の維持保全に当たっ

ては、代替品の有無や使用可能な材料について、一定の指針や助言が必要

ではないか。 

また、景観に配慮すべきエリアにおいて、電柱やアーケード下の歩道、舗

装タイル等の美化されるのが通例だが、今回の場合はどのように考えてい

るのか。電柱が目立ちすぎており、塗装くらいはしてほしいと思う。 

加えて、本地域が景観遺産の区域であることを明示することが、地域住

民や観光客にとって分かりやすいのでないかと考えるが、その辺りもどの

ように考えているのか。 

 

【事務局】 

材料については、入手が困難であるため、剥離した部材など状態の良い

ものを丁寧に取り外し、保管するよう助言をしていきたい。 

また、技術的な対応については、ヘリテージマネージャーの協力を得て、

アドバイザー派遣により所有者への助言を行っていきたい。 

地域の美化については、今回の景観遺産の登録を契機として、地域への

注目が高まれば、市の方の検討も進むのではないかと考えている。 

現段階では、無電柱化までには至っていないが、今後は市と連携しなが

ら進めていければと考えている。 

 

【委員】 

資料では、「昭和前期」として全ての建物の建築年代を示しているが、復

興初期の段階のものとそれ以外の段階のものといったような区分について

は、現時点で明確にできないのか。 
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【事務局】 

建造物の詳細調査まで十分に行えていないのが現状である。一方で、旧

木和田商店の社屋については登記情報から昭和27年頃には当該地に存在し

ていたことが確認されている。その他の建造物については、登記簿等から

は特定できなかった。 

ただし、豊岡の復興期の特徴として和洋が混在する様式が見られ、震災

後の近代期における近代建築の過渡期の意匠が形成されているとの見解が

示されており、そのことから、今回の建造物についても同様の時期に建て

られたものと考えられる。しかし、具体的な年代の特定までには至ってい

ない。 

 

【委員】 

活用方針において情報発信や所有者支援が示されているが、重要性が高

いものであるのなら、学習対象としての活用は考えられないか。 

地元学生に限らず、建築を学ぶ者が訪れ、学び、調査・研究をするような

対象として位置付けることもよいかと考える。重要性、希少性にも依存す

るが、できることであれば、地元だけでなく、全国から関心のある人々が

訪れ学ぶ対象になることが望まれる。 

防災に加え、このような観点からも魅力を打ち出すことができるのでは

ないかと考える。 

また、希少性・独自性があるという豊岡を参考にしたほかの地域の事例

はあるのか、有るならそれらとの関係性を整理することで理解が深まるの

でないか。 
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【事務局】 

学習面については、但馬県民局が豊岡総合高等学校環境建設工学科に対

し、都市計画や復興遺産に関する出前講座を毎年実施しているほか地元中

学校へも出前講座を行っている。今後は、景観分野としても県民局と連携

しながら出前講座を進めていきたい。 

また、昨年度の懇話会で提案のあった景観学習については、今回の遺産

と併せて検討していきたい。また、関東大震災と比較して復興遺産が残存

している点で希少性が高い一方で、十分に注目されていない状況があるた

め、全国的な学びの対象とするためには、まず情報発信により周知を強化

する必要があると考える。 

なお、豊岡の復興まちづくりの事例を参考にしたほかの地域の有無につ

いては、現時点では把握できていない。まずは、今回の遺産の価値を発信

し、その上でほかの地域とのつながりが見出されれば良いのではないかと

考えている。 

 

【委員】 

国土交通省において各種事例集が作成されていることを踏まえ、そうし

た機会を活用し、本事例を積極的に発信していくべきではないかと考える。 

 

【事務局】 

そのようにできるよう進めていきたい。 

 

【委員】 

活用方針における地元学生との連携について、今後どのような企画が考

えられるのか。近くの豊岡小学校等において、子どもと大人が一緒に学べ

る機会を創出することが有効ではないかと考える。豊岡小学校等でシンポ

ジウムや勉強会を開催するのであれば、県外の高等専門学校や大学等の学

生を招き、事例発表の機会を設けることで、楽しみながら学習ができるの

ではないか。 

また、景観遺産の登録においては、住民や子どもの視点での投票やワー

クショップを通じて価値を共有しながら検討・選定していく手法もよいの

ではないかと考える。 

併せて、豊岡の新たな地域での取組であることから、情報発信も兼ねて

有識者の方に登壇していだだくのも良いのではないかと考える。 



6 

 

 

【事務局】 

景観遺産の情報発信については、ご意見を参考にさせていただく。 

また、懇話会でのご意見も踏まえ、景観学習を含めた情報発信のあり方

についても引き続き検討していきたい。 

 

【委員】 

業務の調査の中で豊岡に滞在する機会が多く、ロータリーやアーケード

下の歩道、商店建築等を目にする中で、従来は古い建物や価値のある建物

が残っている等の認識にとどまっていたが、景観遺産として登録されるこ

とで、専門的な知識がなくても価値認識が変わる契機となった。 

また、子どもの頃から景観に対する価値意識を育むとともに、大人にお

いても価値あるものとして認識することが重要であると考える。こうした

観点から、今回の景観遺産の追加登録について賛成である。 

 

【委員】 

昭和前期のまち並みや景観に対して、ここまで価値を見出す事例は多く

ないのではないかと考える。歴史的背景に裏打ちされた価値は意義が大き

く、伝えていくべきものであり、それが建造物を保存する意義につながる

と考える。 

また、和洋折衷や複数年代が混在するまち並みは他にも見られるが、震

災復興という観点からまち並みの価値を捉えている点に特異性があり、重

要であると考える。 

 

【委員】 

本年３月の豊岡でのフォーラムや、昨年３月に豊岡劇場で開催された復

興建築に関するシンポジウムにおいて、関東大震災の復興建築群が減少す

る中で、豊岡では、震災後の復興期の建築が比較的高い割合で残存してい

るとの指摘が研究者からあった。こうした点については、今後、より詳細

な調査を進めることで、定量的に示すことが可能ではないかと考える。 

また、これらの特徴は、豊岡の復興エリアにおける景観の特性として既

に指摘されているものと理解してよいのではないか。 
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【委員】 

復興期の住宅地等については、既に多くが失われていることから、今回

の建造物は貴重なものであると考える。近年では、再建という形で継承さ

れる事例も見られるが、今後はいかに現存するものを保存していくかが重

要であると考える。そのため、対象建造物については大切に保存していく

ことが望ましい。 

 

【委員】 

今回の景観遺産の追加登録については、異論がないことから、本日付け

で答申することとする。 

 

―――異議なし――― 

 

 

以上 


